
山や
ま

崎ざ
き 
一か

ず

穎ひ
で

学
校
法
人
跡
見
学
園
理
事
長

　

山
田
徹
雄
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
、

山
崎
一
穎
理
事
長
を
代
表
と
し
た
。
山
崎

は
１
９
３
８
年
長
野
県
に
生
ま
れ
、
早
稲

田
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
科
を
経
て
、

同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
を

修
了
。博
士（
文
学
）。日
本
近
代
文
学
専
攻
。

　

山
崎
は
１
９
７
０
年
跡
見
学
園
女
子
大

学
文
学
部
国
文
学
科
の
専
任
講
師
と
な
り
、

１
９
７
８
年
教
授
に
就
任
。そ
の
秋
、学
長

に
就
任
し
、
１
９
８
９
年
７
月
ま
で
の
10

年
余
、大
学
改
革
に
努
め
た
。21
世
紀
を
生

き
る
女
性
の
育
成
を
目
指
す
社
会
科
学
系

の
学
部
創
設
に
あ
た
っ
て
、
１
９
９
８
年

４
月
山
崎
が
再
び
学
長
に
就
任
し
、
２
０

０
６
年
ま
で
２
期
８
年
の
任
期
を
務
め
た
。

文
学
部
の
改
組
、
臨
床
心
理
学
科
の
設
置
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
創
設
、
大
学
院
修

士
課
程
の
設
置
と
大
学
の
改
革
に
努
め
た
。

２
０
０
３
年
短
期
大
学
部
の
学
長
な
ら
び

に
学
務
担
当
常
務
理
事
に
就
任
。
２
０
０

７
年
短
期
大
学
閉
学
に
向
け
た
対
応
に

当
っ
た
。
跡
見
純
弘
理
事
長
の
要
請
に
よ

り
、
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で

跡
見
学
園
中
学
校
高
等
学
校
の
校
長
を
務

め
、
２
０
０
９
年
10
月
に
跡
見
純
弘
理
事

長
の
後
を
継
い
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
大
学
の
１・
２
年
生

は
埼
玉
県
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
、３・
４
年
生

は
東
京
都
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い

る
。
山
崎
は
理
事
長
に
就
任
す
る
や
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
一
元
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
た
め
に
学
外
か
ら
理

事
な
ら
び
に
教
学
監
査
の
監
事
を
招
聘
し

た
。
教
職
員
は
、
直
面
す
る
難
題
に
対
処

す
る
こ
と
を
山
崎
に
期
待
し
て
い
る
。

阿あ

久く

戸ど 

光み
つ

晴は
る

福
岡
女
学
院
大
学
学
長

　

高
島
一
路
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
と
し
て
、
福
岡
女
学
院
大
学
学
長
に
４

月
１
日
付
で
就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

阿
久
戸
光
晴
新
学
長
は
１
９
５
１
年
東

京
都
生
ま
れ
。一
橋
大
学
（
社
会
学
部・

法

学
部
）
卒
業
、
民
間
企
業
に
11
年
間
勤
務

の
後
、
東
京
神
学
大
学
大
学
院
を
修
了
し
、

１
９
９
０
年
か
ら
米
国・

エ
モ
リ
ー
大
学

（
神
学
部
大
学
院
）
留
学
を
兼
ね
て
聖
学
院

ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
学
校
の
創
設
と
経
営
に

従
事
し
た
。
１
９
９
５
年
帰
国
後
は
聖
学

院
大
学
に
迎
え
ら
れ
、
教
授
、
チ
ャ
プ
レ

ン
、
副
学
長
、
学
長
、
理
事
長
院
長
を
歴

任
。
２
０
１
７
年
３
月
末
の
任
期
満
了
後

は
日
本
基
督
教
団
滝
野
川
教
会
で
牧
会
を

続
け
な
が
ら
荒
川
区
芸
術
文
化
振
興
財
団

な
ど
地
方
自
治
行
政
を
助
け
、
ま
た
聖
書

共
同
訳
編
集
委
員
も
し
ば
ら
く
担
当
し
た
。

　

専
門
分
野
は
「
人
権
の
神
学
」、
著
書
は

『
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
の
根
源
』『
地

域
力
の
時
代
』『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
形
成

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

多
数
。
新
学
長
に
は
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
迎
え

て
、
大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
、
女
子
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
人
格
教
育

を
創
立
以
来
１
３
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て

守
っ
て
き
た
九
州
の
名
門
女
子
大
学
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
、
今
後
の
方
向
性
を

力
強
く
打
ち
出
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
学
生

一
人
一
人
の
名
前
を
覚
え
、
教
職
員
と
小

ま
め
に
会
話
し
て
意
思
の
疎
通
を
図
ろ
う

と
す
る
新
学
長
の
爽
や
か
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
人
柄
が
、
長
い
伝
統
に
新
風
を
吹

き
込
む
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

跡
見
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

福
岡
女
学
院
大
学
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郭か
く 
洋や

ん

春ち
ゅ
ん

立
教
大
学
総
長

　

吉
岡
知
哉
前
総
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
立
教
大
学
総
長
に
就
任
。

　

郭
新
総
長
は
１
９
５
９
年
東
京
都
生
ま

れ
。
１
９
８
３
年
法
政
大
学
経
済
学
部
経

済
学
科
卒
業
後
、
立
教
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
経
済
学
専
攻
に
進
み
、
１
９
８

５
年
同
博
士
課
程
（
前
期
課
程
）
修
了
、

１
９
８
８
年
同
博
士
課
程
（
後
期
課
程
）

単
位
取
得
退
学
。
１
９
８
８
年
に
立
教
大

学
経
済
学
部
助
手
に
就
任
し
、
そ
の
後
、

専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０
１

年
教
授
と
な
っ
た
。

　

学
内
で
は
、
２
０
０
９
年
４
月
か
ら
２

０
１
１
年
３
月
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

２
０
１
５
年
３
月
ま
で
の
二
度
に
わ
た
り
、

経
済
学
部
長
兼
経
済
学
研
究
科
委
員
長
。

２
０
１
１
年
４
月
～
２
０
１
３
年
３
月
ま

で
、
教
務
部
長
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
な
ど
大
学
の
教
学
の
充
実
に
尽
力
し
た
。

　

専
攻
は
開
発
経
済
学
、
ア
ジ
ア
経
済
、

平
和
経
済
学
、
研
究
テ
ー
マ
は
途
上
国
の

経
済
開
発
で
あ
る
。
民
主
主
義
、
平
和
、

環
境
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
を
取
り
入
れ
た

開
発
経
済
学
の
再
構
築
を
、
主
な
研
究
活

動
と
し
て
い
る
。『
開
発
経
済
学
』『
現
代

ア
ジ
ア
経
済
論
』『
国
家
戦
略
特
区
の
正

体
』
な
ど
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
多
数
の

著
書
、
論
文
が
あ
る
。

　

立
教
大
学
総
長
就
任
に
あ
た
り
、
建
学

の
精
神
に
立
ち
返
り
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
自
ら
の
立
ち

位
置
、
進
む
べ
き
道
を
再
確
認
し
、
社
会

に
影
響
を
与
え
貢
献
で
き
る
大
学
を
つ
く

り
た
い
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

佐さ

伯え
き 

孝た
か

弘ひ
ろ

清
泉
女
子
大
学
　
学
長

　

杉
山
晃
前
学
長
の
後
任
と
し
て
、
本
年

度
よ
り
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
の
佐

伯
孝
弘
教
授
が
第
13
代
学
長
に
就
任
し
た
。

　

新
学
長
は
１
９
８
６
年
に
東
京
大
学
文

学
部
国
文
学
専
修
課
程
を
卒
業
、
１
９
９

３
年
同
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国

語
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
を
修
了
、
１
９

９
６
年
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
取
得
。

１
９
９
３
年
か
ら
本
学
教
員
。
学
内
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
、
入
試
部
長
、
図
書

館
長
、
副
学
長
等
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

日
本
近
世
（
江
戸
時
代
）
文
学
が
専
門
。

学
生
時
代
に
読
ん
だ
上
田
秋
成
の
『
雨
月

物
語
』
に
ひ
か
れ
、
こ
の
分
野
を
専
門
に

研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
の
小
説
、

特
に
浮
世
草
子
や
近
世
前
期
の
怪
異
小
説・

笑
話
等
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

　

主
な
著
書
に
『
江
島
其
磧
と
気
質
物
』

（
若
草
書
房
）、
共
著・

共
編
に
『
西
鶴
と

浮
世
草
子 

研
究
Vol
２
〈
特
集・

怪
異
〉』

（
笠
間
書
院
）、『
浮
世
草
子
研
究
資
料
叢

書
』
全
７
巻
（
ク
レ
ス
出
版
）、『
古
典
文

学
の
常
識
を
疑
う
』（
勉
誠
出
版
）、『
浮
世

草
子
大
事
典
』（
笠
間
書
院
）
等
が
あ
る
。

　

大
学
の
経
営
に
関
し
て
は
「
大
学
に
体

力
の
あ
る
う
ち
の
改
革
」
が
モ
ッ
ト
ー
で

あ
り
、
学
生
生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な

る
よ
う
、
五
つ
の
特
命
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

改
革
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
豆
か
ら
挽
く
ド

リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を
自
ら
淹
れ
る
の
が
、

目
下
、
新
学
長
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。

訪
問
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
も
こ
の
喫
茶
店
顔

負
け
の
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ

る
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
学
長
で
あ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

立
教
大
学

新
会
員
代
表
者
紹
介

清
泉
女
子
大
学
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茂も

里り 
一か

ず

紘ひ
ろ東

京
女
子
大
学
学
長

　

小
野
祥
子
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
茂
里
一
紘
氏
が
学
長
に
就

任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

　

茂
里
新
学
長
は
１
９
４
５
年
生
ま
れ
、

石
川
県
出
身
。
１
９
６
７
年
東
京
大
学
工

学
部
卒
業
。
同
大
大
学
院
工
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）。
広
島
大
学
名

誉
教
授
。
専
門
分
野
は
、
船
舶
海
洋
工
学
、

流
体
工
学
、
工
学
教
育
。
主
な
著
書
は
、

「
大
学
改
革
」「
数
値
流
体
力
学
」
な
ど
。

　

東
京
大
学
工
学
部
講
師
を
務
め
た
後
、

１
９
７
２
年
10
月
広
島
大
学
講
師
と
し
て

着
任
。
助
教
授
を
経
て
１
９
８
７
年
教
授

に
就
任
。
同
大
で
は
工
学
部
長
、
学
長
補

佐
、副
学
長
、教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長

な
ど
を
歴
任
し
、
教
育
研
究
の
発
展
に
尽

力
し
た
。
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
１
１
年

ま
で
広
島
工
業
大
学
学
長
。
２
０
１
１
年

か
ら
２
０
１
６
年
ま
で（
国
研
）海
上
技
術

安
全
研
究
所
理
事
長
を
務
め
た
。
２
０
１

２
年
か
ら
本
法
人
の
理
事・

評
議
員
と
し

て
、
ま
た
本
学
の
教
育
研
究
の
中
長
期
計

画
を
審
議
す
る
将
来
計
画
推
進
委
員
会
の

委
員
と
し
て
教
育
改
革
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
８
年
は
創
立
１
０
０
周
年
と
い

う
記
念
の
年
で
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
主

義
」「
女
子
高
等
教
育
」「
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー

ツ
教
育
」
を
継
承
し
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
た
第
一
歩
を
着
実
に
踏
み
出
す
た
め
、

全
学
の
指
揮
を
執
る
。
茂
里
学
長
は
、
変

化
の
激
し
い
時
代
に
こ
そ
女
性
の
視
点
と

能
力
が
必
要
で
あ
る
と
語
る
。
女
子
教
育

へ
の
熱
い
思
い
と
豊
富
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
で
教
学
改
革
の
更
な
る
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
。

ウ
ス
ビ・

サ
コ

京
都
精
華
大
学
学
長

　

竹
宮
惠
子
前
学
長
の
あ
と
を
受
け
て
、

４
月
１
日
付
でO

ussouby SA
CK

O
 

（
ウ
ス
ビ・

サ
コ
）
人
文
学
部
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。
任
期
は
２
０
２
２
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
。

　

サ
コ
新
学
長
は
１
９
６
６
年
マ
リ
共
和

国
の
首
都
バ
マ
コ
生
ま
れ
。
高
校
卒
業
後
、

北
京
語
言
大
学
で
中
国
語
、
東
南
大
学
で

建
築
学
を
学
ぶ
。
１
９
９
１
年
に
来
日
し
、

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専

攻
で
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
を
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
研
究
対
象
は
「
居
住
空

間
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
」「
世
界
文
化

遺
産
の
保
存・

改
修
」
な
ど
、
社
会
と
建

築
空
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
幅
広
い
角
度

か
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。
著
書
に

『
知
の
リ
テ
ラ
シ
ー・

文
化
』
な
ど
。

　

２
０
０
１
年
に
京
都
精
華
大
学
人
文
学

部
専
任
教
員
に
着
任
し
た
。
２
０
１
３
年

４
月
か
ら
２
期
４
年
間
、
人
文
学
部
長
を

務
め
た
。
２
０
１
５
年
に
同
学
部
を
再
編

し
、
３
専
攻
を
中
心
に
、
社
会
と
つ
な
が

る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
な

ど
、
国
内
外
の
学
生
に
よ
る
現
場
調
査
活

動
を
推
進
し
た
。

　

京
都
精
華
大
学
は
１
９
６
８
年
に
開
学

し
、
２
０
１
８
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
。
サ
コ
学
長
は
、
設
立
当
時
の
理
念
に

あ
る
「
人
間
尊
重
」「
自
由
自
治
」
を
受
け

継
ぎ
、
大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
基

盤
と
し
た
「
表
現
の
総
合
大
学
」
作
り
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

東
京
女
子
大
学

新
学
長
紹
介

京
都
精
華
大
学
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川か
わ

島し
ま

明あ
き

子こ

園
田
学
園
女
子
大
学
学
長
。
九
州
大
学

農
学
部
食
糧
化
学
工
学
科
卒
。博
士（
農
学
）。専
門
は

食
品
衛
生
学
。人
間
健
康
学
部
長
、法
人
評
議
員
な
ど

を
経
て
、’15
か
ら
現
職
。主
著『
食
品
衛
生
学
』
ほ
か
。

新あ
ら

井い

　
一は

じ
め

順
天
堂
大
学
学
長
。
’79
順
天
堂
大
学
医

学
部
卒
業
。
医
学
博
士
。
’02
順
天
堂
大
学
脳
神
経
外

科
学
教
授
。
’08
順
天
堂
医
院
院
長
、
’11
医
学
研
究
科

長・

医
学
部
長
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

塘と
も 

利り

枝え

子こ

同
志
社
女
子
大
学
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
、現
代
社
会
学
部
教
授
。’95
白
百
合

女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
退
学
。
博
士
（
文
学
）。

主
著
：『
ア
ジ
ア
の
教
科
書
に
見
る
子
ど
も
』
な
ど
。

武た
け

石い
し

恵え

美み

子こ

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

長
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。博
士（
社
会
科
学
）。労
働
省
な
ど
を

経
て
、’07
か
ら
現
職
。主
著『
キ
ャ
リ
ア
開
発
論
』な
ど
。

石い
し

川か
わ

康や
す

宏ひ
ろ

神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。
’95
京

都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
’04
か
ら
現
職
。
著
書
『
若
者
よ
、マ
ル
ク
ス
を

読
も
う
』『
輝
い
て
は
た
ら
き
た
い
ア
ナ
タ
へ
』
ほ
か
。

肥ひ

塚づ
か

直な
お

美み

東
京
女
子
医
科
大
学
理
事
、
名
誉
教
授
、

女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
長
。
’79
東
京

女
子
医
科
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
医
学
博
士
。

専
門
は
内
分
泌
内
科
学
。

兼か
ね

高た
か

聖ま
さ

雄お

日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授
。
’90
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
社

会
心
理
学・

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
専

攻
。
主
著
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
入
門
』
ほ
か
。

村む
ら

居い

昌ま
さ

俊と
し

共
立
女
子
大
学
図
書
課
担
当
課
長
。
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社
を
経
て
、
’10
共
立
女
子
学
園

入
職
。
’14
か
ら
現
職
。

岡お
か 

友ゆ

美み

子こ

近
畿
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

事
務
室
室
長 
兼 

中
央
図
書
館
事
務
部
次
長
。
’83
に

近
畿
大
学
入
職
し
、
中
央
図
書
館
に
24
年
間
勤
務
。

そ
の
後
、
管
理
部
、
学
生
部
を
経
て
、
’14
か
ら
現
職
。

竹た
け

内う
ち

康や
す

弘ひ
ろ

学
校
法
人
京
都
女
子
学
園
法
人
本
部

長
。
’90
龍
谷
大
学
文
学
部
卒
。
同
年
京
都
女
子
学
園

職
員
、
’13
か
ら
現
職
。

板い
た

木き

雅ま
さ

彦ひ
こ

立
命
館
大
学
国
際
関
係
学
部
教
授
。
’84

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課

程
中
退
。
’06
博
士
（
経
済
学
）。
’00
か
ら
現
職
。
主
著

『
国
際
過
剰
資
本
の
誕
生
』
な
ど
。

寺て
ら

島し
ま

哲て
っ

平ぺ
い

常
磐
大
学
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
会
代
表
、
人
間
科
学
部
専
任
講
師
。
’14
に
同
研
究

会
を
開
始
。
図
書
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
以
外
に
も
新
人
教

員
研
修
会
や
自
己
紹
介
を
ゲ
ー
ム
化
。

竹た
け

内う
ち

比ひ

呂ろ

也や

千
葉
大
学
人
文
科
学
研
究
院
教
授
。
’11

か
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク・

セ
ン
タ
ー
長
、
附

属
図
書
館
長
、
’14
か
ら
副
学
長
（
学
修
支
援
）。
主
著

『
変
わ
り
ゆ
く
大
学
図
書
館
』。

梅う
め

本も
と

　
裕ゆ

た
か

学
校
法
人
京
都
橘
学
園
理
事
長
。
東
京

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
京
都
橘
女
子
大
学
教
務
部
長
、
副
学
長
を
経

て
、
’07
か
ら
現
職
。
教
育
方
法
学
を
専
攻
。

西に
し

谷た
に

　
元は

じ
め

広
島
大
学
副
理
事
（
Ｓ
Ｇ
Ｖ
担
当
）、
社

会
科
学
研
究
科
教
授
。
’85M

Jur

（A
uckland

）、
’87 

D
ipEI

（A
m

sterdam

）、
’92
～
’94H

arvard Law
 

School

、UC Berkeley Law
 School

客
員
教
授
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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池い
け

田だ

伸の
ぶ

子こ

立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
教
授
。
’97
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
中
退
。
博
士
（
教
育

学
）。
九
州
大
学
を
経
て
、
’08
４
月
か
ら
現
職
。

鈴す
ず

木き

理り

恵え

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
講

師
。
’09
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
大
学
院
社
会
学
部
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
社
会
学
）。
成
蹊
大
学
国
際
教
育
セ

ン
タ
ー
を
経
て
、
’18
か
ら
現
職
。

吉よ
し

岡お
か

大だ
い

輔す
け

一
般
財
団
法
人 

日
本
ス
タ
デ
ィ・
ア
ブ

ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

尾お

木ぎ

義よ
し

久ひ
さ

関
西
学
院
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

オ

フ
ィ
サ
ー
、
文
部
科
学
省
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
推

進
委
託
事
業
（
主
体
性
等
分
野
）
担
当 

学
長
特
命
、

高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
次
長
。

佐さ

藤と
う

正せ
い

志し

早
稲
田
大
学
教
務
担
当
理
事・

政
治
経

済
学
術
院
教
授
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
文
部
科
学
省
大

学
入
学
者
選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業
実
施
責
任
者
。

戸と

塚つ
か

　
学ま

な
ぶ

武
蔵
大
学
人
文
学
部
准
教
授
。
’12
東
京

大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士
（
文
学
）。
常
葉
大
学
を
経
て
、
’17
か

ら
現
職
。
専
門
は
日
本
近
現
代
文
学
。

湊み
な
と　

晶あ
き

子こ

広
島
女
学
院
院
長・

学
長
。
ホ
ィ
ー
ト

ン
大
学
（
神
学
修
士・

’80
名
誉
博
士
）。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
客
員
研
究
員
、
東
京
女
子
大
学
学
長
。
’14
か
ら

現
職
。
’10
瑞
宝
中
綬
章
。
主
著
『
女
性
を
生
き
る
』。

春は
る

沢さ
わ

信し
ん

哉や

大
阪
薬
科
大
学
薬
学
部
教
授
。
薬
学
博

士
（
有
機
合
成
化
学
）。
’82
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

薬
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
’83
か
ら
大
阪
薬

科
大
学
に
勤
務
、
’06
か
ら
現
職
。
主
な
研
究
：
ヘ
テ

ロ
重
原
子
の
有
機
合
成
へ
の
応
用
と
機
能
性
分
子
の

創
製
。

松ま
つ

野の

良り
ょ
う

一い
ち

中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
。
’03
中

央
大
学
大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
総
合
政
策
）。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
を
経
て
’05
か
ら
現

職
。
主
著
「
市
民
メ
デ
ィ
ア
論
」
な
ど
。

中な
か

村む
ら

　
達た

つ

明
治
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
部
ユ
ビ
キ
タ

ス
教
育
推
進
事
務
室
。
’00
明
治
大
学
理
工
学
部
卒
。

放
送
局
技
術
職
を
経
て
、
’11
明
治
大
学
入
職
。
同
年

か
ら
現
職
。

川か
わ

上か
み

哲て
つ

太た

朗ろ
う

東
海
大
学
副
学
長
、
海
洋
学
部
長
、

教
授
。
’88
東
海
大
学
大
学
院
海
洋
学
研
究
科
博
士
課

程
後
期
修
了
。
工
学
博
士
。
’03
東
海
大
学
海
洋
学
部

教
授
、
’14
東
海
大
学
副
学
長
、
’17
か
ら
現
職
。

北き
た

　
義よ

し

則の
り

福
岡
大
学
体
育
学
部
（
現 

ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
）
卒
業
。
’53
福
岡
県
生
ま
れ
。
’81
に
陶
器
を
扱

う
陶
華
堂
を
創
業
、
’91
に
株
式
会
社
ト
ー
カ
堂
を
設

立
し
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
販
事
業
を

展
開
。
自
ら
出
演
す
る
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
番

組
は
全
国
に
放
映
さ
れ
、
独
特
の
柔
ら
か
い
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
に
フ
ァ
ン
も
多
い
。

脇わ
き

浜は
ま

紀の
り

子こ

京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
。

神
戸
大
学
法
学
部
卒
。
’90
読
売
テ
レ
ビ
入
社
。
’10
大

阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
博
士
（
国
際
公
共
政
策
）。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
３
月
６
日
㈫

　

第
11
回
常
務
理
事
会
に
出
席

●
３
月
16
日
㈮

　

自
由
民
主
党
主
催・

鎌
田
会
長
講
演
会
を
開

催
　

自
由
民
主
党
の
主
催
に
よ
る
鎌
田
会
長
（
全

私
学
連
合・

代
表
）
の
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

「
教
育
再
生
と
私
学
振
興
」
と
題
し
て
、
多
く
の

国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
３
月
20
日
㈫

　

第
10
回
理
事
会
、
第
３
回
春
季
総
会
に
出
席

●
３
月
27
日
㈫

　

財
務
省
主
計
局
に
説
明

　

連
合
会
に
お
い
て
、
鎌
田
会
長
、
村
田
副
会

長
、
大
沼
副
会
長
が
、
高
等
教
育
の
無
償
化
に

対
す
る
意
見
お
よ
び
新
た
な
修
学
支
援
ス
キ
ー

ム
の
提
言
に
つ
い
て
、
財
務
省
主
計
局
次
長
に

説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
３
月
28
日
㈬

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会・

第
１
１
５
回

役
員
会
、
第
81
回
総
会
に
出
席

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
「
私
立
大
学
の

振
興
に
関
す
る
協
議
会
」
に
出
席

　
「
私
立
大
学
の
振
興
に
関
す
る
協
議
会
」
を
開

催
し
、
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
文
教
関
係
国
会
議
員

に
「
新
た
な
修
学
支
援
ス
キ
ー
ム
の
提
言
」
を

説
明
し
、
理
解
を
求
め
た
。

●
４
月
24
日
㈫

　

第
１
回
記
者
懇
談
会・

懇
親
会
に
出
席

　

私
大
連
は
私
立
大
学
の
将
来
像
を
と
り
ま
と

め
、
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
に
よ
る
記
者

懇
談
会
を
開
催
し
た
。

●
４
月
25
日
㈬

　

公
財
政
政
策
委
員
会
に
出
席

　

公
財
政
政
策
委
員
会
に
鎌
田
会
長
が
出
席
し
、

財
務
省
主
計
官
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
高
等

教
育
政
策
の
基
幹
と
な
る
私
立
大
学
の
重
要
性

を
説
明
し
た
。

平
成
30
年
春
の
叙
勲
（
連
盟
事
業
関
係
者
）

旭
日
重
光
章

　

新
家　

莊
平
（
兵
庫
医
科
大
学
理
事
長
）

瑞
宝
中
綬
章

　

佐
藤　

眞
一
（
上
智
大
学
名
誉
教
授
）

瑞
宝
中
綬
章

　

髙
橋　

敏
夫
（
拓
殖
大
学
名
誉
教
授
）

瑞
宝
小
綬
章

　

市
村　

隆
哉
（
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

『
大
学
時
報
』
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
と

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進

　

大
学
時
報
に
つ
い
て
は
、
本
連
盟
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
内
に
「
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
デ

ジ
タ
ル
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
を
公
開
し
て

い
ま
す
。『
大
学
時
報
』
を
よ
り
多
く
の
方
に
有

効
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
順
次
進
め

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
４
月
現
在
、
第
３
２

４
号
（
２
０

０
９
年
１
月

発
行
）
か
ら

全
文
公
開
中

で
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

３
月
▼
４
月

私立大学の将来構想を説明
（会長・役員との記者懇談会）

本連盟ウェブサイトの
『大学時報』のページ

連盟ニュース
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◆
今
春
、
全
国
大
学
生
協
連
合
会

か
ら
、
前
年
に
も
増
し
て
大
学
生

の
読
書
時
間
が
二
極
化
し
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
呼
応
し
た
訳
で
は
な
い
が
、

本
学
で
は
昨
年
度
に
続
き
、
入
学

式
で
、
本
や
新
聞
と
向
き
合
う
決

意
を
求
め
る
学
長
式
辞
が
新
入
生

に
贈
ら
れ
た
。

　

読
書
と
図
書
館
利
用
が
必
ず
し

も
議
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
と
向
き

合
え
る
環
境
の
提
供
や
理
想
空
間

の
創
出
、
さ
ら
に
は
そ
の
活
用
に

つ
い
て
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て

「
い
ま
」
ま
さ
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
学
生
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
図
書
館

利
用
者
の
生
活
様
態
は
、
日
々
変

化
し
続
け
て
い
る
。
学
習
形
態
や

嗜
好
さ
れ
る
環
境
、
教
育
手
法
も

常
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
大
学
図
書
館

の
最
新
事
例
は
本
誌
で
何
年
か
ご

と
に
取
り
上
げ
る
べ
き
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。
今
回
の
６
編
の

原
稿
は
、「
い
ま
」
の
図
書
館
を
追

求
す
る
各
大
学
の
知
恵
と
汗
を

絞
っ
た
真
剣
な
取
り
組
み
の
好
事

例
で
あ
る
。
ご
寄
稿
に
感
謝
し
、

共
に
大
学
図
書
館
の
あ
り
方
を
議

論
し
追
求
し
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議

（
大
学
時
報
）
委
員・

関
西
大
学
総

合
企
画
室
広
報
課
長 

依
藤 

康
正
）

◆
小
特
集
「
海
外
留
学
体
験
の
効

果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
」
の

企
画
の
背
景
に
は
、
量
か
ら
質
へ

と
重
点
が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
お
い
て
、

①
学
生
自
身
の
成
長
を
ど
の
よ
う

に
測
り
本
人
へ
の
意
識
付
け
を
行

う
か
、
②
増
え
続
け
る
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
行

う
か
、
と
い
う
二
つ
の
問
題
意
識

が
あ
っ
た
。

　

今
回
寄
せ
ら
れ
た
事
例
を
み
て

も
、
留
学
の
形
態
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
が
逆
に
み
て
と
れ
る
。

昨
今
、
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
っ
て

い
る
学
生
は
、
よ
り
短
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
希
望
す
る
傾
向
が
あ
る

が
、
海
外
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

な
ど
の
拡
充
に
よ
り
、「
留
学
」
の

概
念
に
も
変
化
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

つ
ま
り
、
必
ず
し
も
外
国
に
行

か
な
い
「
留
学
」
も
増
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
留
学
を
経
験

し
た
者
と
し
て
は
、
た
と
え
短
期

で
あ
っ
て
も
異
国
に
身
を
置
い
て

学
ぶ
意
義
は
や
は
り
大
き
い
と
考

え
る
し
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
関

係
者
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

か
。
海
外
で
学
ぶ
意
義
や
成
果
を

よ
り
実
の
あ
る
も
の
に
し
、
さ
ら

に
先
の
学
び
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

の
工
夫
や
試
行
錯
誤
に
今
後
も
注

目
し
て
い
き
た
い
。（
広
報・

情
報

部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

上
智
大
学
総
務
局
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推

進
室
長 

中
山 

映
）

◆
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
株
式
会
社
ト
ー
カ

堂
代
表
取
締
役
の
北
義
則
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

ト
ー
カ
堂
は
、
１
９
９
１
年
の

設
立
以
降
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
の
通
販
事
業
を
展
開
し
、

現
在
も
全
国
に
放
映
さ
れ
る
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
番
組
を
も
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
ト
ー
カ
堂
は
金

利・

手
数
料
を
無
料
に
す
る
こ
と

や
販
売
す
る
商
品
に
関
連
の
あ
る

商
品
を
特
典
と
し
て
付
け
る
な
ど
、

次
々
と
新
し
い
手
法
を
編
み
出
し

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
手

法
を
他
社
に
真
似
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
他
社
の
手
法
を
真
似

し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

　

真
似
を
す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
を
容
易
に
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
進

展
は
な
い
。

　

現
在
、
ト
ー
カ
堂
は
、
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
以
外
の
次
の
展
開

を
考
え
て
い
る
と
い
う
。
北
さ
ん

は
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
界
の

先
駆
者
で
あ
り
、
創
造
者
で
も

あ
っ
た
。（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事

務
局 

佐
藤 

義
文
）

次号
（7月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「私立大学の将来構想」
特　集	「留学（送り出し）に伴う問題への取り組み」
小特集	「海外大学とのダブルディグリー・プログラムの現状と効果」
表紙 ・大学点描 東京女子大学　　だいがくのたから 聖心女子大学
クローズアップ ・インタビュー：
	 「冨田 洋之さん（順天堂大学スポーツ健康科学部准教授）」

編
集
後
記


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平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
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落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人 日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
� 私学会館別館	
	 電話 03－3262－4362　　FAX 03－3262－4363	
� http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進 研 アド
	 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 	
� 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫� ⎜獨 協 医 科 大 学⎬� ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫� ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫� ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫� ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫� ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫� ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学⎫� ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫� ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫� ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫� ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫� ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫� ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫� ⎬四日市看護医療大学⎭
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